
水質汚濁防止法等の改正 及び

水質分野の監視指導状況について

北九州市環境局

環境監視部環境監視課

水質土壌係
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令和６年度 環境保全セミナー



主な内容
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令和６年度 環境保全セミナー

１ 水質汚濁防止法等の改正について
（１）大腸菌群数に係る改正について

（２）亜鉛含有量の暫定基準について

２ 水環境の保全
（１）水環境の現況

（２）発生源の監視

（３）行政指導

（４）事故時の措置

３ 事例紹介

４ まとめ
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令和６年度 環境保全セミナー １－（１）大腸菌群数に係る改正について

１ 水質汚濁防止法等の改正について

（１）大腸菌群数に係る改正について
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令和６年度 環境保全セミナー １－（１）大腸菌群数に係る改正について

水質汚濁防止法

排水基準を定める省令の改正

【現在】

大腸菌群数 日間平均３，０００個/ｃｍ3

【令和７年４月１日から】

大腸菌数 800CFU（コロニー形成単位）/mL

※ １日当たりの平均的な排出水の量が５０ｍ３以上の工場又は事業場に係る排出水に適用。
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令和６年度 環境保全セミナー １－ （２）亜鉛含有量の暫定基準について

１ 水質汚濁防止法等の改正について

（2）亜鉛含有量の暫定基準について
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令和６年度 環境保全セミナー １－ （２）亜鉛含有量の暫定基準について

水質汚濁防止法 排水基準（暫定排水基準）

平成１８年に亜鉛含有量の排水基準を強化

５mg/L → 2mg/L （一部に暫定基準を適用）

【現在】

電気めっき業に属する事業場について ４mg/L

令和６年１２月１０日まで

令和１１年１２月１０日まで延長

※ １日当たりの平均的な排出水の量が５０ｍ３以上の工場又は事業場に係る排出水に適用。
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令和５年度 環境保全セミナー ２－（１）水環境の現況

２ 水環境の保全

（１）水環境の現況
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令和６年度 環境保全セミナー ２－（１）水環境の現況
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令和５年度 公共用水域の環境モニタリング結果

※ 大腸菌数は90%水質値で評価

※ 河川のほう素及びふっ素は汽水域であり、海水の影響と判断
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令和６年度 環境保全セミナー ２－（１）水環境の現況

基準超過項目 備 考

河川
ほう素 １１地点
ふっ素 ３地点
大腸菌数 ４地点

ほう素、ふっ素は海水の
影響と判断

湖沼 ― ―

海域 ― ―



公共用水域の環境モニタリング結果の公表

北九州市の環境モニタリング結果

■令和６年度測定結果（速報値）・・・令和6年度の河川・海域等の測定結果を掲載

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/kurashi/menu01_0420.html

■北九州市の環境（環境白書）・・・平成14年度版～令和6年度版（R5年度結果）まで掲載

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/shisei/menu01_0435.html
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令和６年度 環境保全セミナー ２－（１）水環境の現況

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/kurashi/menu01_0420.html
https://www.city.kitakyushu.lg.jp/shisei/menu01_0435.html
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令和６年度 環境保全セミナー ２－（２）発生源の監視

２ 水環境の保全

（２）発生源の監視



排水規制遵守のための仕組み（主な関係法令）

◆水質汚濁防止法
水質汚濁防止法施行令別表第一 特定施設
排水基準を定める省令別表第一 排水基準（有害物質）

別表第二 排水基準（その他の項目）
水質汚濁防止法施行令第三条の三 指定物質

第四条の二 指定水域
別表第二 指定地域

水質汚濁防止法施行規則第一条の五～第一条の七 総量規制基準

◆瀬戸内海環境保全特別措置法 特定施設の設置の許可

令和６年度 環境保全セミナー ２－（２）発生源の監視



排水規制遵守のための仕組み（その他関係法令）

◆環境基本法

◆ダイオキシン類対策特別措置法

◆特定工場における公害防止組織の整備に関する法律

◆土壌汚染対策法

◆北九州市公害防止条例

令和６年度 環境保全セミナー ２－（２）発生源の監視



排水規制遵守のための仕組み

行政（自治体）

【施設設置前】 【施設設置前】

【施設設置後】 【施設設置後】

届出・

報告

指導・

命令

排水基準の遵守

（基準違反に対する罰則）
立入検査、報告徴収

測定・記録・保存

公害防止管理者の選任

改善命令、

一時使用停止命令

公害防止管理者の解任命令

届出・申請内容審査、

計画変更命令

施設の設置・変更等の

届出・許可申請

工場・事業場
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令和6年度 環境保全セミナー ２－（２）発生源の監視



立入検査時の確認内容 －水質－

届出について

・施設の構造や使用の方法等に変更はないか
・無届の施設はないか

公害防止体制の整備

・公害防止管理者等の選任状況 ・管理値等を設定しているか
・緊急時の連絡体制は整備されているか

測定実績

・測定回数や測定項目は適切か ・測定結果の保存は問題ないか
・測定結果は基準に適合しているか

運転管理状況

・施設や配管等の保守点検作業は適切か
・有害物質使用特定施設等からの漏洩等はないか
・排水処理等に異状はないか
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令和6年度 環境保全セミナー ２－（２）発生源の監視
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令和６年度 環境保全セミナー ２－（２）発生源の監視

行政測定

令和５年度 採水実績（排水口数）

実施件数

測

定

水質汚濁防止法 8

瀬戸内海環境保全特別措置法 91

ダイオキシン類対策特別措置法 1



市への連絡が必要な場合

● 特定施設等の新規設置・構造等の変更

計画段階で相談を

● 排出水の排水基準超過

速やかに市に報告 ⇒ 原因究明の実施

排水基準超過結果の記録も適切に保存

※原因が判明した場合も

● 水質事故等が発生した場合の対応

応急の措置の実施

環境監視課へ連絡（事故発生の速報）：582-2290

⇒「事故時の措置の届出書」の提出
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令和６年度 環境保全セミナー ２－（２）発生源の監視
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令和６年度 環境保全セミナー ２－（３）行政指導

２ 水環境の保全

（３）行政指導



届出値超過などが生じた場合

自主測定において届出値超過等があった場合
にも市に通報をお願いします。立入検査、行政測定、自主測定

改善報告

行政指導
（改善指示・文書注意・警告）

改善計画書の提出
原因調査・再発防止策の実施 改善確認

改善命令

基準値、協定値超過

19
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令和６年度 環境保全セミナー ２－（３）行政指導

☞
届出値、協定値、基準値等超過
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令和６年度 環境保全セミナー ２－（４）事故時の措置

２ 水環境の保全

（４）事故時の措置



事故時の措置【事故発生時の流れ】

☞

事故発生

終了

応急対策

原因究明・再発防止策の実施

関係機関（消防・海保・環境等）への通報

対策の報告・流出を止め、流出物回収等関係機関現地確認

最終報告・設備面・ソフト面関係機関現地確認

講じた再発防止策について、継続実施が必要。
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令和６年度 環境保全セミナー ２－（４）事故時の措置



事故時の措置【有害物質等流出事故の届出】

有害物質、指定物質、油が

公共用水域に流出したとき、地下に浸透したとき
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令和６年度 環境保全セミナー ２－（４）事故時の措置

市への届出が必要

（水質汚濁防止法第１４条の２）

河川管理者等から原状回復や措置に要した費用を請求され
る可能性があります。
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令和６年度 環境保全セミナー ３ 事例紹介

３ 事例紹介



令和５年度 届出値等の超過件数
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令和６年度 環境保全セミナー ３ 事例紹介

届出値等超過件数

行政測定 ０

自主測定 ２
許可申請値超過により、報告
徴収

事故等 ４ 報告徴収
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令和６年度 環境保全セミナー ３ 事例紹介

令和５年度 事例（１） 油流出事故

ボルトが脱落
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令和６年度 環境保全セミナー ３ 事例紹介

令和５年度 事例（２） 指定物漏えい事故

溶接部分が腐食

場外への流出なし

漏えい物質 硫酸70％、ニトロベンゼン6％の水溶液

漏えい量 ４２0L
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令和６年度 環境保全セミナー ４ まとめ

４ まとめ



施設の管理は適切ですか？
漏えい事故を未然に防止するために、環境法令の遵守、施設の日常的な管理に努め、
異常が発生した場合の体制を整備しておくことが重要。

排出水の規制

・届出事項に変更はないか（施設、排水系統等）

・測定回数は適切か

・設備の点検状況は適切か

・測定結果の確認・報告体制は整備されているか

・異常時の対応について体制は整備されているか

地下水汚染未然防止

・漏洩箇所はないか

・日常点検は適切か

・点検結果の確認・報告体制は整備されているか
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令和６年度 環境保全セミナー ４ まとめ



ご清聴ありがとうございました。
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令和６年度 環境保全セミナー


